
 

 

竪壁幅 48ｍ橋台におけるひび割れの予測と抑制対策について 

 

大旺新洋 正会員 ○下村昭司 大旺新洋 正会員 橋村茂雄 

高知高専 正会員 横井克則 高知高専 正会員 近藤拓也 

 

1.はじめに 

橋台の竪壁部は，マスコンクリートの場合が多く，

下端が底版部の拘束を受けるため，打込み後初期に

温度応力による貫通ひび割れが発生することが知ら

れている．今回徳島で施工した橋台の竪壁部もマス

コンクリートで，さらに幅が 48ｍと長大であった．

このため，標準的な施工案で事前解析したところ，

竪壁部には多数の貫通ひび割れが予測された. 

本稿は，この貫通ひび割れを抑制するための対策案

と，実施工後のひび割れについて報告する. 

2.標準施工案による事前解析 

2.1 構造物の形状とひび割れ誘発目地 

橋台の平面図を図-1 に示す．橋台は河川に対し 52

度程度の角度で構築され，また本線に加えて，上下

線の ON・OFF ラインも含まれたことから，竪壁部の

幅は 48ｍを超えている．ひび割れ抑制対策の一つに

ひび割れ誘発目地があり，橋台での採用事例も多い

が，今回は設置条件である基礎杭と沓座を除外する

位置に配置できないことから採用できなかった. 

 

 

 

 図-1 橋台平面図 

2.2 解析モデル 

解析モデルは，ひび割れ抑制対策の解析を複数行う

ため，複雑化せず，竪壁部に着目した構造とした. 

 

 

 

 

 

 

図-2 解析モデル図 

2.3 解析条件 

解析モデルには鉄筋を配置し，表-1 に示す解析条

件により事前解析を行い，ひび割れを予測した． 

 

表-1 解析条件 

 

 

 

 

 

2.4 事前解析の結果 

最高温度は，竪壁の中央部で約 70℃生じた．図-3

はクラック相当歪濃淡図を用いた材令28日の時点に

おけるひび割れ予測である．竪壁の下端付近 A の断

面図では中央を含めて 10 本、全体で 19 本の貫通ひ

び割れが予測された. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 クラック相当歪濃淡図 

3.ひび割れ抑制対策案 

ひび割れ抑制対策は，効果が見込まれ、実現可能な

項目を抽出し，解析による検討を行った.その結果，

パイプクーリングと膨脹コンクリートを単独で実施

しても貫通ひび割れを抑制できないが，併用すれば

抑制できることが確認できた. 

それぞれの解析条件は以下のとおりである. 

3.1 パイプクーリング 

ひび割れ抑制対策を決定した時点では，竪壁部のコ

ンクリートの打込みは６月下旬であったが，その後

の追加工事により，８月上旬まで延期された.このた

め，パイプクーリング計画は，表-2 のように見直し

て，これらを解析条件とした.クーリングパイプの配 
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管状況を写真-1 に示す. 

表-2 パイプクーリング計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 クーリングパイプ配管状況 

3.2 膨脹コンクリート 

打込みは，2工場から生コンの供給を受ける計画で

あった．膨脹コンクリートの配合決定では，まず徳

島県下の生コン事情を産学から入手し，その後品質

確保と試験練りの負担軽減のため，予備実験を行っ

た.次に，予備実験で得られた膨張ひずみ，強度など

の情報から配合を設定し，2 社の生コン工場合同で試

験練りを実施した.表-3 に予備実験と試験練りによ

り決定した配合を示す. 

解析に用いる膨張ひずみの終局値は，過去の室内試

験のデータをもとに設定した. 

表-3 予備実験及び試験練り配合 

 

 

 

 

4.対策案による解析結果 

4.1 温度解析結果及び管理ポイント 

低コスト化を図るため，パイプクーリングは竪壁の

中央から下側で実施し，上側は膨張コンクリートの

みとした.図-4 の温度濃淡図からパイプクーリング

による温度低減効果が確認できる.最高温度は，CH4

では 80.8℃に達するが，CH3 では 47.1℃に低減され

ている．CH3 と CH2 との温度差は，最高値で 23.3℃

であり，管周りでのひび割れが懸念される 20℃を上

回っている．解析上で通水温度を水和熱による温度

上昇に合わせて変化させることは困難だが、実施工

では温度制御ユニットにより 20℃に自動制御した. 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 温度濃淡図及び管理ポイント図 

4.2 ひび割れ予測 

図-5 に示すとおり，抑制対策後の解析では材令 28

日の時点で貫通ひび割れは予測されていない. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 抑制対策後のクラック相当歪濃淡図 

5.実施工の結果 

パイプクーリングの温度管理グラフを図-6 に示す.

通水温度は，CH3 と CH2 の温度差が 20℃を超えない

よう自動制御されている.CH1 と CH4 の最高温度は，

事前解析と観測温度が同程度であった.また，実構造

物において材令28日の時点で竪壁部にはひび割れが

生じていないことから，対策案は適切かつ期待する

効果が得られたものと評価できる. 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 パイプクーリング温度管理グラフ 

6.今後について 

当該橋台は，今後も竪壁部表面の追跡調査を行う予

定であり，そこで得られた情報を整理して，以後の

ひび割れ抑制に活かしたいと考えている. 
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